
公共工事（投資）減少➔価格競争の激化・低価格による入札やくじ引きによる落札者の決定が急増 

➔技術的能力が高くない建設業者が施工し、公共工事の品質の低下を招くことが懸念。 

 

価格と品質が総合的に優れた調達を実現するため 「公共工事の品質確保の促進に関する法律」 

品確法（H17~）   そこに位置づけられたのが総合評価方式 

① 優良な社会資本整備を行うことができる。 

② 必要な技術的能力を有する建設業者のみが競争に参加することにより、ダンピングの防止、 

不良・不適格業者の排除ができる。 

③ 技術的能力を審査することにより、技術力向上に対する意欲を高め、業者の育成に貢献。 

④ 価格と品質の二つの基準で業者を選定することから、談合防止に一定の効果が期待できる。 

⑤ 地域の建設業者の役割を適切に評価することも可能となり、一般競争入札の導入・拡大を進め

やすくなることから透明性の確保が図れ、納税者の理解を促進する。 

＜ ●特別簡易型総合評価方式競争入札に関する評価調書 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業の地域貢献度について 
 

本市 県内 その他の項目 

（３項目以上が１点、２項目以上が０．５点） 〇地理的条件（市内に本店、緊急時の体制） 

●災害活動実績 〇市内資材の活用 

●地域活動実績（市内ボランティア活動） 〇市内企業の下請け活用 

●更生保護協力事業者登録 〇市内在住者の新規雇用の有無 

●消防団協力事業所登録 〇障害者、高齢者、女性、若年者の雇用  
〇女性、若手の技術者の雇用  
〇男女共同参画の取組  
〇政策課題に寄与する取組 
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●令和３・４年度 山陽小野田市建設工事等指名競争入札参加有資格者ランク別業者数 

格付け 土木 建築 管 

A 9 8 12 

B 12 7 10 

C 19 8 ― 

D 24 ― ― 

計 64 23 22 

（令和４年６月１日現在） 

 

●山陽小野田市建設工事競争入札参加資格者等級区分の基準 

＜土木工事＞ 

A等級：土木一式工事の特定建設業の許可、契約事項審査及び総合評定値の通知 

    土木一式工事における年間平均完成工事高１億円以上 

    雇用保険・健康保険・厚生年金・建設業退職金共済組合等の制度に加入 

    総合点数９００点以上 

 

B等級：土木一式工事の建設業の許可、契約事項審査及び総合評定値の通知 

    土木一式工事における年間平均完成工事高 5千万円以上 

    雇用保険・健康保険・厚生年金・建設業退職金共済組合等の制度に加入 

    総合点数７５０点以上 

 

C等級：土木一式工事の建設業の許可、契約事項審査及び総合評定値の通知 

    土木一式工事における年間平均完成工事高 2千万円以上 

    総合点数５５０点以上 

 

D等級：土木一式工事の建設業の許可、契約事項審査及び総合評定値の通知 

    新規事業者等 

    総合点数５４９点以下 

※等級格付の変更については、前回の等級の直近上位及び下位それぞれ１等級の範囲内 

 

● プロポーザル方式等による審査結果の公表について 

所管課 ○○○ 件名 ○○○○ 提案数 3 

審査結果 

提案者 総得点 評定結果 

㈱○○ ○○支店 ４１１点 特定 

A社 ３７２点  

B社 ３６９点  
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■兵庫県三木市 ゴルフ場：25カ所     利用者：年間約 104万人 

＜取組＞ 

○2020 年「ゴルフのまち推進課」を設置 

「ゴルフ場が多いまち」から『ゴルフのまち』として、ゴルフのブランド化を促進し、ゴルフ産

業を振興する。また、他市から訪れるプレイヤーや大会の観客に対し、ゴルフイベント等を通じ、 

三木の魅力や情報を発信する仕組みづくりや、広域連携によるインバウンド推進を行うことで世

界中の人々が本市の地域資源に触れる機会を創出する。 

●第２期三木市創生計画の中で「ゴルフを核としたまちの活性化」として４項目の 2030年度の

目標値(ＫＰＩ)を策定。 

①ゴルフ場利用者数(2020 年時点 104.1万人⇒120万人) 

②ジュニア育成のゴルフ教室・スナッグゴルフ大会参加者数(2020年時点 1,480人⇒2,400 人) 

③インバウンドへの参画事業者数(2020年時点 10社⇒40社) 

④個人旅行を含む三木市での外国人宿泊人数(2017 年時点 902人⇒4,000 人) 

 

 

■千葉県市原市 ゴルフ場：33か所（日本一） 利用者：年間約 160万人 

「ゴルフの街いちはら」 ※ゴルフ利用税年間歳入 6億 4千万（令和元年度） 

○てぶら deゴルフ・ゴルフきっかけ体験  

○ゴルフスタンプラリー「いちはらゴルフ場巡り」 ＝市観光協会が主催実施 

○いちはらプロモーション大使と小学生のゴルフ体験教室 

 

 

■JRとのタイアップ 

 

 

 

 

 

 

■山陽小野田市 ゴルフ場：6カ所      利用者：年間約 26万人 

○ゴルフ場アクセス日本一「ニアピンシティ山陽」を宣言 新幹線駅からの好アクセス 

○日本一のゴルフコンペ「鉄人ゴルフチャレンジ 117」 

○インバウンド 外国人客数 2019年 年間約 2000人 

○市内在住のプロゴルファー 
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